
「
北
部
回
廊
」の
起
点

モ
ン
バ
サ
港
を
拡
張

　
港
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
、
所
狭
し
と

置
か
れ
る
コ
ン
テ
ナ
。コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー

ド
に
入
り
き
ら
ず
、
外
の
敷
地
に
積
み

上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。一

方
、
沖
合
に
は
港
に
入
れ
な
い
貨
物
船

が
ま
だ
か
ま
だ
か
と
入
港
を
待
ち
、
停

泊
期
間
が
数
日
に
お
よ
ぶ
こ
と
も
。港

か
ら
街
へ
と
つ
な
が
る
道
路
は
コ
ン

テ
ナ
を
運
ぶ
ト
ラ
ッ
ク
で
い
つ
も
大

渋
滞
だ
。

　
こ
こ
は
ケ
ニ
ア
の
首
都
ナ
イ
ロ
ビ

の
南
東
４
５
０
キ
ロ
に
あ
る
モ
ン
バ

サ
港
。ケ
ニ
ア
第
二
の
都
市
モ
ン
バ
サ

に
あ
る
国
内
唯
一
の
国
際
貿
易
港
だ
。

東
ア
フ
リ
カ
地
域
で
最
も
規
模
が
大

き
く
、
内
陸
国
で
あ
る
近
隣
の
ウ
ガ
ン

ダ
、ル
ワ
ン
ダ
、ブ
ル
ン
ジ
の
ほ
か
、南

ス
ー
ダ
ン
、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
東

部
、
エ
チ
オ
ピ
ア
南
部
な
ど
の
物
流
拠

点
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
。

特集 アフリカ

希望と発展の大陸

　
し
か
し
近
年
、
ケ
ニ
ア
を
は
じ
め
東

ア
フ
リ
カ
地
域
の
経
済
発
展
に
伴
い
、

モ
ン
バ
サ
港
の
貨
物
取
扱
量
が
急
増

し
て
い
る
。２
０
０
０
年
に
は
年
間
約

24
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
※
１
だ
っ
た
コ
ン
テ
ナ
貨

物
量
は
、
２
０
１
１
年
に
は
約
３
倍
の

約
77
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
に
ま
で
拡
大
。２
０
１

５
年
に
は
約
96
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
の
需
要
が

見
込
ま
れ
、
約
81
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ（
２
０
１

１
年
）
の
博
多
港
を
上
回
る
ほ
ど
だ
。

し
か
し
、
現
在
の
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ

ル
は
約
45
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
の
許
容
量
し
か

な
く
、
す
で
に
処
理
能
力
を
大
幅
に
超

え
て
い
る
た
め
、
貨
物
が
港
に
着
い
て

か
ら
通
関
手
続
き
を
終
え
る
ま
で
長

い
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
、
モ
ン
バ
サ
港
が
パ

ン
ク
し
て
し
ま
い
、
ケ
ニ
ア
の
み
な
ら

ず
周
辺
国
の
物
流
、
さ
ら
に
は
経
済
活

動
に
も
支
障
を
及
ぼ
し
て
し
ま
う
―
。

そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
07
年
か
ら
円
借

款
に
よ
る
「
モ
ン
バ
サ
港
開
発
事
業
」

を
通
じ
て
、
新
し
い
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
建
設
を
進
め
て
い
る
。

　
今
年
３
月
に
は
建
設
予
定
地
の
地

盤
調
査
や
測
量
が
始
ま
り
、
現
在
は
建

設
資
材
置
き
場
の
整
地
な
ど
の
準
備

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。「
新
タ
ー

ミ
ナ
ル
が
完
成
す
れ
ば
同
港
の
コ
ン

テ
ナ
取
扱
量
が
１
０
０
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
に

増
え
、
東
ア
フ
リ
カ
地
域
の
物
流
促
進

に
大
き
く
貢
献
で
き
る
」
と
、
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
を
担
う
今
村
充
孝

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
株
式

会
社
日
本
港
湾
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
は

話
す
。

　
そ
し
て
こ
の
事
業
に
は
、
日
本
の
技

術
力
が
最
大
限
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

「
建
設
予
定
の
海
底
地
盤
に
は
、
軟
ら

か
い
粘
土
層
が
堆
積
し
て
い
る
た
め

地
盤
沈
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。日
本
の

技
術
を
活
用
し
て
水
分
を
排
出
さ
せ

て
圧
縮
す
れ
ば
、
短
期
間
で
地
盤
改
良

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。地
盤
沈
下
を

確
実
に
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

と
、
建
設
工
事
を
行
う
山
谷
仁
所
長

（
東
洋
建
設
株
式
会
社
）は
胸
を
張
る
。

し
か
し
、
ケ
ニ
ア
で
大
規
模
な
港
湾
工

事
が
行
わ
れ
る
こ
と
自
体
が
数
十
年

ぶ
り
。施
工
の
経
験
や
知
識
を
持
つ
現

地
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
ほ
と
ん
ど
い
な

い
と
い
う
。「
こ
の
事
業
を
通
じ
て
日

本
の
港
湾
工
事
の
技
術
を
習
得
し
、
今

後
に
生
か
し
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
山
谷

所
長
。新
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
２

０
１
６
年
に
完
成
予
定
だ
。

　
現
在
、
モ
ン
バ
サ
港
で
は
輸
入
貨
物

の
取
り
扱
い
が
約
８
割
を
占
め
て
い

る
。同
港
に
到
着
し
た
貨
物
は
、東
ア
フ

リ
カ
地
域
を
つ
な
ぐ
陸
路「
北
部
回
廊
」

を
通
っ
て
首
都
ナ
イ
ロ
ビ
へ
、そ
の
後
、

ウ
ガ
ン
ダ
の
首
都
カ
ン
パ
ラ
、
さ
ら
に

は
ル
ワ
ン
ダ
、
ブ
ル
ン
ジ
へ
と
運
ば
れ

て
い
く
。今
後
、輸
入
に
合
わ
せ
て
輸
出

も
活
発
化
す
れ
ば
、
逆
に
各
国
か
ら
同

港
へ
と
貨
物
を
運
ぶ
ル
ー
ト
と
し
て

も
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

※１Twenty-foot Equivalent Unitの略。
20フィートコンテナ（長さ約6メートル×幅約
2メートル×高さ約2.6メートル）の取扱量数。

モンバサ港の新コンテナ
ターミナル完成予想図

税
関
職
員
の
能
力
を
強
化
し

物
流
を
ス
ム
ー
ズ
に

経済発展に向けて“一つ”になる
新コンテナターミナルの建設予定地で地盤のボーリング調査を行う山谷所長（右端）

近年、アフリカの中でも比較的順調に
経済成長を遂げている国の多い東アフリカ。

この地域の産業がさらに活性化し、
すべての人に成長の恩恵が行き渡るようにするためには、

港、道路、電力などインフラの整備が必要不可欠だ。
ＪＩＣＡは東アフリカ全体の発展を見据え、

ハード・ソフト両面から支援を展開している。

ケ ニ ア

from KENYA

コンテナを積んだ貨物船が東アフリカの
物流の拠点・モンバサ港に向かう

東アフリカの海の玄関口、モンバサ港のコンテナヤード。許容量を大幅に超えているため、早急に拡張が
求められている

ルワンダ

ブルンジ

キガリ

ブジュンブラ

ケニア

モンバサ

ナマンガ
ナイロビ

オルカリア
キスム

タンザニア
ドドマ

アルーシャ

ウガンダ

エチオピア
南スーダン

コンゴ
民主
共和国 カンパラ

北部回廊主要ルート
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ケニアとタンザニアの国境ナ
マンガのタンザニア側にある
通関施設。OSBPで通関手
続きを円滑化する協力が進め
られている

特集 アフリカ

希望と発展の大陸

　
東
ア
フ
リ
カ
地
域
は
国
単
位
で
見

る
と
大
き
な
産
業
が
な
く
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
も
小
さ
い
。だ
か
ら
こ
そ
、
域
内
で

の
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
の
移
動
が
活
発

化
す
る
こ
と
で
地
域
が
〝
一
つ
〞
の
マ

ー
ケ
ッ
ト
に
な
れ
ば
、
さ
ら
な
る
経
済

発
展
が
期
待
で
き
る
。そ
こ
で
同
地
域

の
国
々
は
２
０
０
０
年
に
「
東
ア
フ
リ

カ
共
同
体
」※
２
を
再
結
成
し
、
経
済
統

合
を
進
め
て
い
る
。

　
と
は
い
う
も
の
の
、
国
を
ま
た
ぐ
物

流
は
、
ま
だ
ま
だ
ス
ム
ー
ズ
に
は
い
か

な
い
。さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
背
景
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
つ
が
通
関

手
続
き
だ
。貨
物
を
輸
出
入
す
る
に

は
、
中
身
を
税
関
に
申
告
す
る
必
要
が

あ
る
。担
当
官
庁
の
許
可
も
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。多
く
の
場
合
、
納
税
も

必
要
だ
。

　
日
本
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
貿
易
業

務
に
携
わ
っ
て
き
た
商
社
が
輸
出
入

者
と
な
り
、
専
門
知
識
を
持
つ
通
関
業

者
に
事
前
手
続
き
を
依
頼
す
る
場
合

が
多
い
。そ
の
た
め
比
較
的
ス
ム
ー
ズ

に
通
関
が
進
み
、
平
均
所
要
時
間
は
３

時
間
ほ
ど
だ
。一
方
、
東
ア
フ
リ
カ
地

域
の
場
合
、
輸
入
者
は
一
個
人
の
場
合

が
多
く
、
各
国
の
国
境
に
貨
物
が
到
着

し
て
か
ら
通
関
業
者
に
手
続
き
を
依

頼
す
る
。さ
ら
に
通
関
業
者
も
貿
易
・

通
関
の
知
識
が
乏
し
い
た
め
、
余
計
に

時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。ま
た
、
通

関
業
務
を
所
管
す
る
省
庁
が
複
数
に

ま
た
が
っ
て
い
た
り
、
点
在
し
て
い
る

こ
と
も
多
く
効
率
が
悪
い
。

　
そ
こ
で
、
通
関
の
円
滑
化
に
向
け
た

対
策
と
し
て
東
ア
フ
リ
カ
地
域
が
導

入
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
、
通
関
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化（
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ｐ
）制
度
。

陸
路
の
国
境
の
両
側
に
輸
出
入
通
関

を
担
う
官
庁
の
事
務
所
を
設
置
し
、
輸

入
国
側
の
施
設
一
カ
所
だ
け
で
輸
出

入
手
続
き
を
ま
と
め
て
行
え
る
よ
う

に
す
る
も
の
だ
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ｐ
の
実
現
に

向
け
て
、
07
年
か
ら
ア
フ
リ
カ
開
発
銀

行
と
協
働
で
ケ
ニ
ア
・
タ
ン
ザ
ニ
ア

間
の
道
路
整
備
と
、
両
国
国
境
で
通

関
・
入
管
手
続
き
を
行
う
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ｐ

施
設
の
建
設
を
支
援
し
て
い
る
。さ
ら

に
、Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ｐ
を
運
用
す
る
人
材
を
育

成
す
る
た
め
、
同
年
か
ら
「
東
部
ア
フ

リ
カ
地
域
税
関
能
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
開
始
。ケ
ニ
ア
、
タ
ン
ザ
ニ

ア
、
ウ
ガ
ン
ダ
各
国
で
税
関
業
務
を
担

当
す
る
歳
入
庁
の
職
員
を
対
象
に
、
関

税
の
分
類
や
評
価
方
法
な
ど
の
知
識

向
上
を
目
指
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
、

ま
た
、
ケ
ニ
ア
―
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
国
境

の
町
ナ
マ
ン
ガ
で
は
、
試
験
的
に
通
関

業
務
の
電
子
化
を
進
め
て
い
る
。

　
さ
ら
に
09
年
か
ら
は
、
ル
ワ
ン
ダ
と

ブ
ル
ン
ジ
も
含
め
た
５
カ
国
に
対
象

国
を
広
げ
、
歳
入
庁
職
員
の
能
力
向
上

を
引
き
続
き
支
援
し
て
い
る
。ま
た
、

通
関
の
効
率
化
に
は
通
関
業
者
の
知

識
向
上
も
欠
か
せ
な
い
。そ
こ
で
、
彼

ら
に
正
し
い
関
税
手
続
き
を
普
及
す

る
た
め
、
歳
入
庁
の
職
員
の
能
力
強
化

に
向
け
た
研
修
も
実
施
。さ
ら
に
、
国

境
付
近
で
密
輸
を
取
り
締
ま
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
各
国
の
連
携
も
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
る
。

　
下
家
正
治
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
財
務
省
関
税
局
）
は
、「
古
い
言
葉
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
〝
時
は
金

な
り
〞。通
関
時
間
が
短
く
な
れ
ば
、
運

送
費
や
保
管
費
用
な
ど
コ
ス
ト
が
削

減
さ
れ
る
。そ
う
す
れ
ば
商
品
の
販
売

価
格
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
、
競
争
力

を
高
め
ら
れ
ま
す
。こ
の
地
域
で
物
流

が
円
滑
に
進
む
こ
と
が
分
か
れ
ば
、
海

外
か
ら
進
出
す
る
企
業
も
増
え
、
産
業

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」

と
展
望
を
語
る
。

　
こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め

る
上
で
は
、
避
け
て
通
れ
な
い
苦
労
も

あ
る
。そ
の
一
つ
が
停
電
だ
。ケ
ニ
ア

国
境
で
は
、
電
力
不
足
や
度
重
な
る
停

電
に
よ
り
、
新
し
く
導
入
し
た
電
子
化

シ
ス
テ
ム
が
使
え
ず
、
通
関
処
理
を
手

作
業
で
行
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
。　

　
実
際
、
ケ
ニ
ア
で
は
こ
の
数
年
、
電

力
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。同
国
の

ピ
ー
ク
時
の
電
力
需
要
は
１
１
５
０

メ
ガ
ワ
ッ
ト
で
、
１
日
に
日
本
の
約
２

７
０
万
世
帯
が
使
用
す
る
電
力
量
に

相
当
す
る
。国
内
に
あ
る
発
電
設
備
で

は
１
５
１
０
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
電
力
供

給
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う

ち
約
５
割
の
発
電
量
を
占
め
る
水
力

発
電
が
大
規
模
な
干
ば
つ
に
よ
り
十

分
な
電
力
を
供
給
で
き
て
い
な
い
。こ

の
状
況
を
受
け
、
ケ
ニ
ア
政
府
は
デ
ィ

ー
ゼ
ル
発
電
で
不
足
を
補
っ
て
い
る

が
、
発
電
に
必
要
な
燃
料
を
ほ
ぼ
輸
入

に
頼
っ
て
い
る
た
め
コ
ス
ト
が
高
く
、

電
気
料
金
の
高
騰
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　
そ
こ
で
近
年
注
目
を
浴
び
て
い
る

の
が
地
熱
発
電
だ
。ケ
ニ
ア
は
グ
レ
ー

ト
リ
フ
ト
バ
レ
ー
と
呼
ば
れ
る
火
山

大
地
溝
地
帯
に
属
し
て
お
り
、
地
下
に

豊
富
な
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
蓄
え
ら
れ

て
い
る
。こ
の
地
熱
に
よ
っ
て
温
め
ら

れ
た
蒸
気
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
電
力

を
生
み
出
す
地
熱
発
電
で
あ
れ
ば
、
発

電
コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ
る
と
同
時
に
、

天
候
に
左
右
さ
れ
ず
安
定
し
た
発
電

が
可
能
と
な
る
。さ
ら
に
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
発
生
量
が
少
な
い
た
め
、
環
境

に
も
優
し
い
。

　
ナ
イ
ロ
ビ
か
ら
北
西
約
１
０
０
キ

ロ
に
位
置
す
る
オ
ル
カ
リ
ア
地
域
で

は
地
熱
発
電
の
開
発
が
70
年
代
か
ら

始
ま
り
、
世
界
銀
行
の
支
援
で
建
設
さ

れ
た
１
〜
３
号
機
が
す
で
に
稼
働
中

だ
。こ
の
地
域
に
新
た
に
４
・
５
号
機

を
建
設
す
る
た
め
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
２
０

１
０
年
か
ら
世
界
銀
行
な
ど
と
協
働

で「
オ
ル
カ
リ
ア
Ⅰ 

４
・
５
号
機
地
熱

発
電
事
業
」
を
実
施
し
、
豊
田
通
商
株

式
会
社
と
韓
国
企
業
の
現
代
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
が
工
事
を
請
け
負
っ
て

い
る
。ま
た
、
発
電
機
や
蒸
気
タ
ー
ビ

ン
な
ど
の
主
要
機
器
は
日
本
企
業
の

株
式
会
社
東
芝
が
納
入
す
る
予
定
だ
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
ま
と
め
る

豊
田
通
商
の
宮
本
貴
浩
さ
ん
は
、「
基

礎
工
事
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、

新
た
に
２
機
が
完
成
す
れ
ば
１
４
０

メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
電
力
供
給
が
可
能
に

な
る
。地
元
の
企
業
や
人
々
か
ら
も
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。電
力
供

給
の
安
定
化
は
、
国
内
の
電
化
促
進
に

加
え
、
産
業
育
成
の
観
点
か
ら
も
大
き

な
意
味
を
持
つ
。地
元
産
業
の
活
性
化

だ
け
で
な
く
、
日
本
を
は
じ
め
と
す
る

海
外
の
企
業
が
、
工
場
建
設
を
含
め
て

こ
の
地
域
へ
の
事
業
展
開
を
検
討
し

や
す
く
な
る
か
ら
だ
。

　
さ
ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
２
０
１
０
年

か
ら
円
借
款
を
通
じ
て
オ
ル
カ
リ
ア

地
熱
発
電
所
で
供
給
さ
れ
る
電
力
を

ケ
ニ
ア
第
三
の
都
市
キ
ス
ム
を
含
む

西
部
地
域
に
送
る
送
電
線
の
整
備
に

も
着
手
。各
国
を
送
電
線
で
つ
な
げ
て

電
力
を
融
通
し
合
う
〝
東
ア
フ
リ
カ
パ

ワ
ー
プ
ー
ル
〞
計
画
の
一
端
で
、
将
来

的
に
は
キ
ス
ム
か
ら
国
境
を
越
え
、
ウ

ガ
ン
ダ
な
ど
近
隣
諸
国
へ
の
送
電
も

視
野
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
で
進
め
ら
れ
て

い
る
港
や
道
路
の
整
備
、
物
流
の
効
率

化
、
安
定
し
た
電
力
供
給
―
。す
べ
て

は
、
東
ア
フ
リ
カ
地
域
が
一
つ
に
な
っ

て
開
発
に
取
り
組
む
〝
土
台
〞
を
つ
く

る
た
め
。そ
の
先
に
目
指
す
の
は
経
済

発
展
、そ
し
て
、貧
困
か
ら
の
脱
却
だ
。

安
定
し
た
電
力
供
給
を

地
熱
発
電
で
実
現

通関業者への知識普及に向け、歳入庁職員を日本の税関職員が指導

地熱発電機 4・5号機 の建設予定地で、工程の進捗などをプロジェクトチームで確認
する宮本さん（右から二人目）

※２ 1967年に結成されたが、77年
に政治的対立などで崩壊。2000年
にケニア、タンザニア、ウガンダによ
り再結成され、07年にルワンダ、ブル
ンジも加盟。2010年には共通市場
の設立が決定した。

オルカリアⅠ地域では、すでに3つの地熱
発電設備が稼働している。首都ナイロビ
に近く、今後も地熱開発が進む予定
（写真提供：ケニア電力公社）
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